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河
辺
村
も
、

紅
葉
の
秋
を
迎
え
、

河
辺
の
文
化
財
の
中
で
も

村
指

産
の
夏
緑
落
葉
高
木
で
、

そ
も
そ
も
、

イ
チ
ョ
ウ
は
中
国
原

雌
雄
異
種

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
美
し
い
景
色
を
目

に
し
ま
す
。

定
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は

見
事
な
紅
葉

を
見
せ
ま
す
。

で
す
。

-・・肉a・圃

人のうごき
(平成7年II月l日現在)

世帯数 550戸

男子 734人
女子 748人

計 1，482人

H6.11.1現 1，553(ム 71)
H5.11.1現 1，561(6 79) 
H4.11.1現 1，619(ム137)
H3.11.1現 1，692(ム210)
H2.11.1現 1，722(6240) 

し 日
本
に
は
古
く
か
ら
渡
来

神
社
や
仏
閣
な
ど
に
植

え
ら
れ
、

で、

成

長

が

早

い

の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
る
巨
木
が
多
数
あ
り
ま

す
。
秋
の
紅
葉
が
美
し
い
ば

か
り
か
、
火
災
後
の
再
生
が

庭
園
樹
、

早
く、

よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
ま
た

街
路
樹
に

実
は
、
食
用
に
な
り
ま
す
が
、

下
記
の
百
合
谷
の
大
イ
チ
ョ

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、

ウ
は
実
が
つ
き
ま
せ
ん
。根

回

り

約

五

m
、

ロ1、

樹
高
約
二
十

m
の
雄
の

目
通
り
約
四

大
木
で
す
。

lま 本
村
も
紅
葉
が
終
わ
る
頃

厳
し
い
冬
を
迎
え
ま

す
。

四
季
折
々
に
自
然

が
演
出
す
る
ド
ラ
マ

は
、
移
り
変
わ
る
時

の
流
れ
の
中
で
強
烈

に
人
の
心
を
捕
え
て

離
さ
な
い
。

数
え
き
れ
な
い
彩

り
で
織
り
あ
げ
た
山
々
は
、
渓
谷

の
白
い
岩
肌
を
い
や
が
う
え
に
も

際
立
た
せ
る
。
燃
え
る
よ
う
な
紅

葉
に
誘
わ
れ
五
色
河
原
、
紅
葉
河

原
、
御
来
光
の
滝
と
面
河
渓
谷
本

流
を
さ
か
の
ぼ
り
、
清
流
の
ふ
る

さ
と
を
満
喫
で
き
た
の
も
秋
な
ら

で
は
の
も
の
で
し
た
。

五
色
河
原
の
紅
葉
が
風
に
そ
よ

ぎ
、
澄
み
き
っ
た
空
に
映
え
る
逆

さ
絵
の
よ
う
に
写
る
水
面
に
目
を

凝
ら
し
、
釣
り
糸
の
動
き
を
追
い

な
が
ら
ア
マ
ゴ
釣
り
を
楽
し
め
た

の
も
、
主
人
の
釣
り
好
き

(
釣
り

パ
カ
)
に
誘
わ
れ
て
の
新
た
な
感

動
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

河
辺
の
里
の
景
観
こ
そ
面
河
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
坂
本
龍
馬
脱
藩
の

道
に
続
く
、
新
し
い
観
光
案
内
と

し
て
行
楽
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
ド

ラ
イ
ブ
コ
1
ス
を
紹
介
し
て
み
て

は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う。

秋
惜
し
む

…し
一

…ば
一

一
ね
…

…や
…

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
日
よ
樹
肌
照
り(K
)
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…一一一五頭一繁栄麟病院………

……一一一一………一…繋党
d

滋ゆ線勲一……

平成 7年11月25日

五
頭
安
太
郎
氏
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
た
御
功
績
に
よ
り
、
去
る
平

成
七
年
九
月
一
目
、
勲
五
等
に
叙

せ
ら
れ
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
し

T乙

f丈

こ
の
栄
誉
を
心
か
ら
お
祝
い
申

L
Kげ
ま
す
。
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自認。謁障担ス開府砂
十
月
二
十
八
日
(
土
)
、
健
康
@

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
従
来
の
産
業
文
化
祭

と
厚
生
省
の
補
助
事
業
を
取
り
入

れ
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

公
民
舘
の
会
場
で
は
、
文
化
協

会
発
表
会
、
健
康
づ
く
り
講
演

会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
婦
人
会

バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
出
荷
場
の
会
場
で
は
、
農
林

物
産
展
、
最
林
機
具
即
売
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
会
場
で

は
、
展
示
部
門
を
中
心
に
書
道
、

絵
画
、
華
道
、
陶
芸
、
豆
歌
、
へ

~力作揃いでした~

ル
シ

l
献
立
、
健
康
器
具
、
趣
味

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
骨
量
測

定
、
体
脂
肪
測
定
、
影
浦
先
生
に

よ
る
歯
科
検
診
が
行
わ
れ
、
多
く

の
来
観
者
の
足
を
止
め
て
い
ま
し

た。
な
お
、
審
査
の
あ
っ
た
、
農
林

産
物
品
評
会
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

河
辺
村
長
賞く

り

帽

子

美

代

7

1

肱
川
地
区
林
材
業
提
興
会
議
会
長
賞

乾

惟

茸

大

川

昇

河
辺
村
議
会
議
長
賞

キ

ウ

イ

大

見

河
辺
村
森
林
組
合
長
賞

乾
椎
茸
山
本
カ
シ
子

川
上
高
工
会
長
賞

コ
ン
ニ
ャ
ク
植
木
ア
ヤ
子

大
洲
農
協
河
辺
支
所
長
賞

ト

マ

ト

中

山

政

義

乾
椎
茸
細
井
マ
ス
ヱ

塚
野
キ
ヨ
子

片

山

友

江

新

進

春

大

見

苦

徳

佐

伯

範

男

松

田

敦

子

森

川

猶

衛

官

岡

輝

昭

金銀

賞

銅

賞JJ JJ JJ JJ 

H
月
ztv 

，llよ+

員

り

生
椎
茸

白

菜

乾
椎
茸

生
椎
茸

ト
マ
トず一円一

IJ¥ ゆ

河
辺
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
福
祉
活
動
に
少

し
で
も
役
立
て
た
い
と

い
う
願
い
で
、
村
内
の

若
者
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
十
月
八
日
、

河
中
体
育
館
に
お
い
て

行
い
ま
し
た
。

河
小
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
児

童
等
七
チ

1
ム
と
若
者

有
志
で
編
成
の
。
脱
藩

チ
1
ム
々
が
対
戦
し
、

登
録
料
一
人
百
円
と
一

試
合
の
得
失
点
差
一
点

に
つ
き
百
円
で
寄
付
金

~わが家自慢の農林産物~

を
集
め
ま
し
た
。
当
日
は
、
和
気

藷
々
と
し
て
ゲ

1
ム
を
楽
し
み
、

寄
附
金
二
万
二
百
六
十
円
集
ま
り

ま
し
た
。

仰
協
力
頂
い
た
チ
l
ム
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

~がんばりました~
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去
る
十
月
十
九
日
、
ふ
る
さ
と

の
宿
に
お
い
て
、
今
年
十
月
一
日

現
在
、
結
婚
歴
五
十
年
目
上
の
ご

夫
婦
を
ご
案
内
し
て
金
婚
者
の
祝

賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
四
十
四

組
の
さ
夫
婦
に
ご
案
内
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
二
十
九
組
の
ご
出

席
を
頂
き
、
記
念
写
真
撮
影
、
村

長
式
辞
、
金
婚
者
を
一
組
/
¥
ご

紹
介
し
た
後
、
河
辺
村
の
自
治
功

労
者
、
大
野
嘉
寿
馬
様
、
大
森
豊

様
、
松
尾
正
夫
様
、
中
野
保
男
様
、

花
岡
新
蔵
様
、
教
育
功
労
者
、
矢

野
清
盛
様
に
村
長
か
ら
感
謝
状
及

わカ瓦平成7年11月25日(3) 

ぴ
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
、
来
賓

祝
辞
、
最
後
に
金
持
者
を
代
表
し

て
本
国
一
様
よ
り
謝
辞
が
あ
り
、

式
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
想
い
出

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
か
ら
は
、

私
達
は
金
婚
式
な
ど
忘
れ
て
い
た

が
通
知
を
も
ら
っ
て
実
感
し
、
出

席
し
て
感
激
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
主
知
式
を
迎
え
る
方
々
に
お

祝
い
を
し
て
下
さ
い
と
い
う
電

話
、
手
紙
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し

た。

~結婚50年おめでとうございます~

真
の
民
主
社
会
、

そ
れ
は
差
別
の
な
い

社
会
、
即
ち
、
一
人

一
人
の
人
権
が
保
障

さ
れ
誰
も
が
安
心
し

て
、
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
社
会
で
あ
ろ

う
と
考
え
ま
す
。
過

日
の
愛
媛
新
聞
の
門

欄
に
、
「
差
別
、
そ
れ

は
人
間
の
業
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
村
で
は
、
学
習
に

よ
っ
て
臼
ら
を
高
め
、
自
己
改
造

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
差
別
心
を

払
拭
し
、
真
の
民
主
社
会
の
村
、
つ

く
り
を
目
指
し
て
、
去
る
十
一
月

八
日
に
、
河
辺
中
学
校
を
主
会
場

と
し
て
、
「
第
二
回
人
権
の
つ
ど

い
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
テ

l
マ
「
共
に
悲
し
み
共

に
喜
ぶ
」
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
人
権

の
輪
村
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
よ
う
」

を
掲
げ
た
こ
の
一
大
会
は
、
行
政
、

学
校
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、
企

業
等
の
絶
大
な
ご
協
力
、
ご
援
助

を
頂
き
、
二
百
九
十
四
名
(
一
般

百
七
十
三
名
、
小
中
児
童
生
徒
百

二
十
七
名
)
の
参
加
者
を
得
て
、

盛
大
か
つ
有
意
義
な
「
人
権
の
つ

ど
い
」
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
中
の
行
事
と
し
ま
し
て

(河辺九時どり】|

は、

h

寸
前
十
時
十
分
よ
り
公
開
授

業
が
行
わ
れ
、
授
業
後
、
学
年
別

に
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
家
庭
同
和
教
育
の
指
針
と

な
っ
た
こ
と
と
恩
わ
れ
ま
す
。

午
後
一
時
よ
り
全
体
全
が
開
か

れ
、
開
会
式
に
続
い
て
、
河
辺
村

同
和
対
策
協
議
会
、
同
和
教
育
協

議
会
、
人
権
擁
護
推
進
協
議
会
が

募
集
し
て
い
た
、
「
身
元
調
査
お

断
り
」
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

の
入
選
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

特
選
に
中
学
二
年
武
田
恵
子
さ

ん
、
入
選
中
学
三
年
上
林
美
和
さ

ん
、
巾
学
三
一
年
栄
野
浩
行
君
、
小

学
六
年
塚
野
龍
平
君
の
四
名
の
方

が
受
賞
の
栄
誉
一
を
受
け
ら
れ
ま
し

た。
表
彰
式
に
続
い
て
、
意
見

発
表
が
行
わ
れ
、
河
辺
小
学

校
四
年
の
本
田
陽
一
郎
君
、

六
年
の
富
永
宏
美
さ
ん
、
河

辺
中
学
校
三
年
の
酒
井
久
美

子
さ
ん
、
松
下
ま
ゆ
さ
ん
、

河
辺
中
学
校
P
T
A
の
本
田

八
千
代
さ
ん
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
縄
田
進
さ
ん
の
体
験
を
通

し
た
格
調
の
高
い
意
見
発
表

が
あ
り
、
参
加
者
一
問
、
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

人
権
標
語
の
発
表
は
、
小

学
生
六
名
、
中
学
生
三
名
の

人
権
意
識
の
高
い
、
す
ば
ら

し
は
標
語
、
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者

一
同
、
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り

ま
し
た
。
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講
演
は
、
拡
川
町
肱
流
園
の
城

戸
み
ち
子
先
生
の
「
手
話
で
学
ぶ
」

と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
、
我
々
に
、

人
間
の
「
生
き
ざ
ま
」
に
つ
い
て
、

示
唆
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
松
下
寿
電
子
工
業
側

の
岡
田
恒
美
先
生
の
手
話
落
語

一
向
霊
」
他
一
二
題
の
公
演
は
、
同

時
通
訳
を
さ
れ
た
大
成
の
宮
岡
茂

雄
先
生
の
絶
妙
な
話
術
が
一
体
と

な
っ
て
、
参
加
者
一
問
、
時
の
経

つ
の
を
忘
れ
た
一
刻
で
し
た
。

~小中学生・一般による意見発表~
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お
平
分
館
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第
三
十
一
回
村
民
運
動
会
が
十

月
十
日
、
河
中
グ
ラ
ン
ド
に
て
開

催
さ
れ
、
終
日
楽
し
く
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
快
い
汗
を
流
し
ま
し

た。
玉
井
運
営
委
員
長
の
開
会
宣
言

の
後
、
大
野
大
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
田
中
議
長
か
ら
激
励
の
言
葉

を
頂
き
、
大
伍
分
館
の
柴
田
字
選

手
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
競
技
を

開
始
し
ま
し
た
。

昨
年
、
新
規
種
目
の
「
足
何

本
?
」
を
対
抗
程
目
に
変
更
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
種
目
で
は
、
長
伝
わ

と
び
で
、
最
初
植
松
が
一
一
十
八
回

と
び
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ま

し
た
が
、
大
伍
が
四
十
八
回
と

ぴ
、
最
後
に
北
平
が
五
十
二
凹
と

び
、
見
事
一
位
に
な
り
ま
し
た
。

わカh第 110号

~アメ玉を見つけて猛ダッシユ~

総
合
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

北

平

分

館

準
優
勝
大
伍
分
館

第
三
位
坂
本
分
館

第
四
位
植
松
分
館

十
月
十
三
日
に
川
上

地
広
陸
上
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
場
者
全

員
が
自
己
ペ
ス
ト
の
記

録
が
で
た
の
で
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
塚
野
龍
平
(
六

十

m
)
、
田
中
麻
衣
(
百

m
)
、
五
頭
友
美
(
六

十

m
)
の
三
名
が
一

位
、
二
位
が
五
名
、
三
位
が
六
名

で
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

1111上地区陸上大会

~見よ/このりりしい姿を~

こ
の
た
び
、
松
山
西
社
会
保
険

事
務
所
が
庁
舎
新
築
に
と
も
な

い
、
松
山
北
環
状
線
沿
い
の
大
き

な
道
路
に
面
し
た
場
所
に
移
転
し

ま
し
た
。

ご
相
談
、
手
続
き
等
で
行
か
れ

る
方
は
、
ご
注
意
下
さ
い
。

嗣
剛
刷
川
口

一轡

7
9
0

松
山
市
南
江
戸
3
丁
目
4
番
8
号

T
E
L
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(
9
2
5
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 ロd
1
よ
ハ
り
に
d

(
9
2
3
)
 

移
転
先
案
内
国

交
通
案
内

・
市
内
電
車
松
山
駅
前
下
車
、
徒

歩
で
日
分

・
J
R
松
山
駅
よ
り
徒
歩
で
日
分

d
A官

n
h
u
-
-
n
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第 110号
J、え

寒
さ
も
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま

す
が
、
か
ぜ
な
ど
び
か
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

カ
脳
卒
中
の
予
防

以
前
は
恥
脳
卒
中
は
日
本
人
の
死

亡
原
閃
の
第
一
位
を
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
死
亡
率
は
減
少

し
、
が
ん
と
心
臓
扇
に
次
ぐ
第
三

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

脳
出
血
よ
り
脳
梗
塞
が
増
え
て
い

ま
す
。脳
卒
中
に
は
、
様
々
な
危
険
因

子
(
病
気
や
生
活
習
慣
)
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
自
己
管
理
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

0
加
齢
と
と
も
に
脳
卒
中
の
危
険

度
は
高
ま
り
ま
す
。

。
冬
の
寒
い
季
節
に
多
く
な
り
ま

す
0

0

高
血
圧
・
・
・
特
に
脳
出
血
の
危
険

因
子
で
す
が
、
動
脈
硬
化
を
進

行
さ
せ
る
の
で
脳
梗
塞
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
塩
分
を
控

え
、
自
分
で
も
血
圧
を
測
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

審
糖
尿
病
:
・
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
必
要
で
す
。
食
事
に
注
意
し

適
当
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
0

・
高
脂
血
症
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
が
高
い
)
・
:
動
物

わヌう込平成 7年11月25日(5) 

性
脂
質
の
摂
取
が
増
え
て
い
ま

す
。
食
生
活
を
改
善
し
ま
し
ょ

〉フ。

@
心
臓
病
:
・
心
一
周
細
動
と
い
う
不

整
脈
が
脳
塞
栓
の
原
因
に
な
る

の
で
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
0

・
体
内
の
水
分
が
不
足
す
る
と
血

液
が
濃
ぐ
な
り
、
血
栓
が
で
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
毎
日
適
度

に
水
分
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

@
肥
満
:
・
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な

る
の
で
、
適
正
体
重
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

⑮
飲
酒
・
:
適
量
の
飲
酒
(
日
本
酒

一
合
文
は
ビ
ー
ル
の
大
ぴ
ん
一

本
ま
で
)
な
ら
安
全
で
す
が
、

大
量
に
飲
む
と
脳
卒
中
の
危
険

を
高
め
ま
す
。

@
喫
煙
・
・
・
で
き
る
だ
け
禁
煙
し
ま

し
よ
う
。

@
ス
ト
レ
ス
・
:
な
る
べ
く
ス
ト
レ

ス
を
た
め
な
い
生
活
を
心
が
け

ま
し
ょ
ろ
。

の
う

V
H

肝
嚢
胞
症
と
は
?

最
近
、
超
音
波
検
査
が
し
ば
し

ば
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
肝
臓

の
嚢
胞
症
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
肝
嚢
胞
は
肝

臓
の
中
に
液
体
を
含
ん
だ
袋
状
の

嚢
胞
が
で
き
て
い
る
状
態
で
す
。

嚢
胞
の
内
容
液
は
透
明
か
薄
い
茶

褐
色
で
、
大
き
さ
は
様
々
で
、
ご

く
小
さ
い
も
の
か
ら
か
な
り
大
き

い
た
め
肝
臓
全
体
が
腫
れ
て
い
る

よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
一
個
以
下
の
も
心

が
多
く
、
何
ら
自
覚
症
状
も
な

く
、
良
性
の
も
の
で
す
か
ら
特
別

な
治
療
ほ
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
年

に
一
回
程
度
、
超
音
波
検
査
で
経

過
を
み
て
も
ら
い
υ
ま
し
ょ
う
。

ま
れ
に
嚢
胞
が
非
詰
に
大
き
い

場
合
は
、
お
な
か
が
張
っ
た
り
し

ま
す
が
、
治
療
が
必
要
で
す
か
ら

肝
臓
の
専
門
医
を
受
診
し
て
下
き

抗
感
染
症
情
報

昨
年
の
予
防
接
種
法
改
正
に
伴

い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
仕
法
の
対

象
疾
患
か
ら
外
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
接
種
希
望
者
が
任
意
に
医
療

機
関
に
お
い
て
接
種
を
受
け
る
と

い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
県
内
で
曜
吐
下
痢
症
が

増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今

後
、
年
長
児
を
中
心
に
増
加
が
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
御
注
意
下
き

か
ぜ
症
候
群
、
溶
連
菌
感
染
症

も
や
や
増
加
の
傾
向
で
す
。
う
が

い
い
、
手
洗
い
を
羽
田
世
づ
け
、
栄
養
・

休
養
を
十
分
と
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

おいれよ通 い
疲ま、り安十声

れし道、全月援 L設定購耳品購覇王薄暗君
さた路道協てが 一一一
ま。交路会十送民をか参学レ をを通九運「三
で安通の河ニちの往ら加校 1交呼実安日動秋十九
し全環 25辺日れ皆復需の児ド通び施全にがの日月

セ聖書守幸:ifえk主;宅Z安 tk君主2高与王
、全

さ 、たか訪設、十 ま安パ茶れ交のー
皆掃が奉大。られ聞役七戸I鼓し全レ屋、通十日
様を行仕訓 温たま場名辺笛た運 1 、ニ安田か
、行わに交 か村で前の小パ。転ド交十全間ら~河JJ、児童が交通安全に一役~

議
世
官
官
8v
F 

~優勝旗を手にニッコリ~

去
る
十
月
五
日
、
内
子
町
に
お

い
て
、
平
成
七
年
度
農
業
委
員
会

喜
多
地
区
協
議
会
親
善
球
技
大
会

が
開
催
さ
れ
、
河
辺
村
長
業
委
員

会
チ
ー
ム
は
、
平
成
五
年
度
に
続

い
て
二
度
目
の
優
勝
を
し
た
。
当

日
は
、
あ
い
に
く
雨
の
た
め
、
種

目
を
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
ミ
ニ
パ

レ
i
ボ

l
ル
に
変
更
し
て
行
わ

れ
、
優
勝
決
定
戦
で
は
長
浜
町

チ
!
ム
と
熱
戦
で
し
た
。

大
洲
喜
多
地
医
の
農
業
委
員
が

一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
苦
労
を
忘

れ
、
一

H
楽
し
く
愉
快
に
過
し
、

心
の
ふ
れ
あ
い
を
通
口
、
連
帯
感

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



(6) 平成 7年11月25日

平成7年11月1日から

(]O@G)ゅうパック回数割引
出りう目個うでド際 新様数
しまパにたパ、を、最制向が一
期すツ差まツそおゆ初度け十回
限。クしれクの渡うのでの個の
(が出ばシカしパ差す料未差
ー最重要さ 、 1 1しツし。金満し
年初料れ十ルドまク出 割の出
間差にるーがにすカし 引おし
でしなゆ個十ゅの lの の客個

.r-.むわ

す
。
)同
時
に
十
個
以
上
差
し
出
さ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
現
行
の
料
金
割
引
制
度
の
適
用

を
受
け
る
一
般
小
包
、
書
籍
小

包
、
カ
タ
ロ
グ
小
包
、
盲
人
用
点

字
小
、包
、
聴
覚
障
害
者
用
小
包
、

災
害
救
助
用
小
包
は
除
き
ま
す
。

カ込第 110号

み
な
さ
ん

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

※
北
平
郵
便
局

、~~吋'ër .~~. 

局長

久保千江子

出身地露内

※
河
辺
郵
便
局。

3 
局長

有友康男
出身地川崎

……同
…翻
議
議
…
絞
殺
泳
…
湾
側

同
和
対
策
基
本
法

(
仮
称
)
案
と
は

「
残
さ
れ
た
差
別
の
実
態
」

今
ま
で
に
述
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
よ
う
に
、
「
同
対
審
」
答
申

が
出
さ
れ
た
頃
か
ら
今
日
の
実

態
を
み
る
と
、
多
く
の
人
々
が

積
み
重
ね
て
き
た
血
の
に
じ
む

よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
、
部
落

差
別
の
実
態
は
一
定
改
善
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
す
。

し
か
し
、
我
々
の
目
標
で
あ

る
部
落
問
題
の
根
本
的
な
解
決

と
い
っ
た
観
点
か
ら
部
落
差
別

ー
+
入
短
了
よ
歌
7
j

j

o
叩

/

l

¥

/

l

¥

恥

村

一
氷
ら
え
ば
せ
聞
も
人
も
変
り
ゆ
く

向

。吋

季
節
の
み
静
か
に
冬
に
入
る
ら
し
大
西
ミ
ツ
マ

中

仲

秋
風
に
ゆ
れ
る
町
臨
の
赤
き
玉

や

お
さ

中

高

齢

者

大

学

修

め

し

記

会

樹

戸

田

薫

明

和

キ

く

り

や

せ

わ

争

中

厨
に
て
忙
し
げ
に
鳴
く
虫
の
音
を

+

内

聞
き
つ
つ
栗
の
皮
を
は
ぎ
お
り
谷
本
愛
子

い

と

な

り

キ

恥

転
び
芝
る
バ
ケ
ツ
戻
り
し
隣
家
よ
り

い

台

風

一

過

す

が

す

が

し

朝

久

保

ミ

ヤ

子

…

い

土
用
に
は
照
る
は
良
け
れ
ど
島
の
過
ぎ
て

竹

村

干

害

猪

害

で

苦

農

は

つ

づ

く

清

水

孝

い

咋

縁
あ
り
て
結
ば
れ
過
ぎ
し
人
生
を

ゆ

恥

波
風
だ
て
ず
金
婚
の
日

日

清

水

菊

江

恥
品。

o
T
O
T
O申
0
0申
0
0申
0
0申
0
0申
0
4
0
0
す
4
0
0申
0
0申
0
4
0
0申
0
0申
。

。

申

0
0申
0
0申
0
0申
。

。

申

0
0申
0
0申

o
o
T
O申
0
0申
。

。

蜘

0
0申
0
0蜘
0
0申
。

の
今
日
の
実
態
を
み
る
と
、
ま
だ

ま
だ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
①
住
環
境
面
で
の
改

善
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
問
題
が

あ
り
ま
す
し
、
②
部
落
問
題
の
解

決
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
仕
事

保
障
や
教
育
の
向
上
と
い
っ
た
課

題
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

③
悪
質
な
差
別
事
件
が
跡
を
た
た

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

」日な
お
、
残
さ
れ
て
い
る
住
環

境
面
で
の
問
題
」

第
一
に
、
こ
れ
ま
で
事
業
が
実
施

さ
れ
て
き
た
部
落
に
お
い
て
も
、

当
初
目
標
の
お
よ
そ
三
十
パ

l
セ

ン
ト
程
度
の
残
事
業
が
あ
る
と

い
う
問
題
で
す
。
し
か
も
、
量

的
に
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で

あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
事
業

を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
難

易
度
を
み
る
と
、
困
難
な
事
業

が
あ
と
回
し
に
さ
れ
て
い
る
と

い
う
問
題
に
も
留
意
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
住
宅
が
密
集
し
、

・

道
路
事
情
、
わ
悪
い
旧
来
の
部
落

の
中
心
部
が
あ
ま
ザ
改
善
さ
れ

て
い
な
い
実
態
が
あ
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

中
村

井
上
イ
シ
ヨ

本
竜

石山
浦本
中
野

消
息

一日
7 7 

11 9 

10 11 

会
お
誕
生
お
め
で
と
う

谷
本

彩
香
(
川
崎
)
父
富
英

母

直

子

会
末
な
が
く
お
幸
せ
に

横岡

岡本

正
年
(
用
の
山
)

加
代
子
(
松
山
市
)

会
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

腎
(
凸
)
一小

(
中
大
成
)

(
名
場
連
)

(横(横

新
吉

幻
才
∞∞才

通
)
幻
才

通
)
臼
才

木
)
但
才

崎
)
引
け
才

士寄
春

保
男

(国

麻
生
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